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要　　　約

小笠原諸島の父島列島と母島列島および聟島列島で 2007 ～ 2017 年に採集したクマネズ

ミと、日本本土で記録されたクマネズミ（1960 年代までの文献による）について、背面の

毛色の違い（黒色型と褐色型）による個体数の割合を比較した。小笠原諸島では黒色型個

体が 53.2% を占めたが、本州の市街地では 0 ～ 1.2%、港湾では 0 ～ 9.7%、船舶では 35.1

～ 42.0% であった。黒色型個体は I 型（オセアニア型またはインド・ヨーロッパ型）の遺

伝子を持つ可能性が指摘されている。したがって、小笠原諸島には、この外来遺伝子が広

く浸透していることが示唆される。

Ⅰ．はじめに
家屋害獣・衛生害獣・侵略的害獣として知られるクマネズミは、分子系統学的に見ると

明瞭に分化した 6 系統からなることが知られており、分類学的にも 6 変異型（I ～ VI）ク

マネズミ種群（the� Rattus rattus� species� complex）として取り扱われる（Aplin� et al.,�

2011;�甲斐・鈴木、2021）。これらのうちⅠ型（R. rattus）とⅡ型（R. tanezumi）およびⅣ

型（R. tanezumi）はヒトの移動とともに拡散するので（Aplin�et al.,�2011;�神戸ほか、2013;�

甲斐・鈴木、2021;�Motokawa� et al.,� 2022）、家ねずみ（家鼠）と言えるであろう。Ⅰ型は

インドから欧米、地中海沿岸地域、オセアニアなどに分布し、オセアニア型またはインド・

ヨーロッパ型と呼ばれる。Ⅰ型の染色体数は 2n�=� 38 である。その他の変異型はアジアに

分布し、染色体数は 2n�=�40 ～ 42 である（Aplin�et al.,�2011;�神戸ほか、2013;�甲斐・鈴木、

2021）。沖縄県内で近年 IV 型が確認されたが（Motokawa�et al.,�2022）、日本に多いのはⅡ

型であり、Ⅰ型も分布するがその多くは近世になってからの移入と推測されている（甲斐・

鈴木、2021）。なおⅣ型に関して Motokawa� et al.（2022）は R. tanezumi を採用している

が、形態的違いからⅡ型とⅣ型とを区別している。

世界自然遺産地域である小笠原諸島には、外来のドブネズミ（R. norvegicus）、ハツカ

ネズミ（Mus musculus）、クマネズミ（R. rattus� sensu� lato）が定着している。ドブネズ

ミとハツカネズミは、江戸時代末に小花（1861）によって確認されたが（矢部 ､2006）、ク

―�31�―



東京都立大学　小笠原研究年報　第 46 号　2023

マネズミの記載は後のことである。クマネズミは 1910 年代に生息が示唆されていたが（東

京府小笠原島庁、1914;� 矢部、2008）、最初に標本をもとに確認したのは黒田（1930）であ

る。黒田（1930）には、「本種は従来小笠原群島より報告なかりし如きも今回籾山氏を経て

二個（父島産）を調査することを得たり・・。色彩黒色なり・・。而して普通なるエジプ

トネズミの産否未だ不明」とある。このことから、小笠原諸島からクマネズミが記載され

た当初から、その集団には黒色型が含まれていたと見られる。クマネズミの黒色型はⅠ型

の遺伝子を持つ可能性が高いという（甲斐・鈴木、2021）。

一方沖縄のクマネズミ集団はⅡ型であるにもかかわらず、黒色型が見られる（Kambe� et 

al.,�2012;�神戸ほか、2013）。このように毛色変異の因子には複雑な側面が見られ ､ 変異型と

完全には一致していないが、各地域の集団の由来や履歴を知る上で、色彩の情報は有用で

ある。そこで本研究では、小笠原諸島と本州のクマネズミ個体群について黒色型個体の比

率を比べた。なお、本州のクマネズミについては文献を参照して分析した。�

Ⅱ．材料と方法
1．小笠原諸島のクマネズミ

小笠原諸島の父島列島（父島、兄島、弟島、西島、南島、瓢箪島、人丸島）、母島列島

（母島）および聟島列島（聟島、媒島、鳥島、嫁島）で、2007 年から 2017 年にかけて採集

したクマネズミのうち、頭胴背面の毛色（黒色または褐色＝アグーチ；図 1）が確認でき

たクマネズミ 1,140 個体を分析に供した。なお、クマネズミは主にかご罠で捕獲したが、

ノネコ捕獲用の罠にかかったものもある。�����

図 1　黒色型クマネズミ（左）と褐色型クマネズミ
父島列島西島で撮影。
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2．本州のクマネズミ

1960 年代初期までは、クマネズミの黒色型個体がクロクマネズミまたはクマネズミ（R. 

rattus rattus）、褐色型個体がエジプトクマネズミまたはエジプトネズミ（R. rattus 

alexandrinus）と呼ばれていた（波江、1909;�黒田、1930;�宮田、1950;�田中ほか、1951a、b、

1952a、b;� 大友、1958;� 渡辺、1962）。そこで、これらの呼称（単に毛色を記したものを含

む）と捕獲数が記された文献（佐々、1948;�坪井ほか、1949;�宮田、1950;�田中ほか、1951a、

b、1952a、b;� 大友、1958;� 池田・阿部、1967）を参照して、東京都区内（淀橋区、芝区、

足立区）、千葉市、船橋市、神戸市、大阪市、横浜市、川崎市の市街地と港湾、および船舶

で捕獲されたクマネズミの毛色構成について分析した。

Ⅲ．結果と考察
小笠原諸島で採集されたクマネズミのうち、黒色型の割合を表 1 に示す。島によって異

なるが、その割合は全体で 53.2％に達した。小笠原諸島のクマネズミには I 型と II 型の交

雑個体が見つかっており（Chinen� et al.,� 2005;�神戸ほか、2013;�甲斐・鈴木、2021）、黒色

型が多いのはこの事実を裏付けていると言える。ただし I 型のクマネズミには黒色型だけ

でなく褐色型も見られ（Suzuki�et al.,�2001）、また黒色型の表現型は優性遺伝子に支配され

る場合と劣性遺伝子に支配される場合とがある（Tomich,� 1968,� 1986）。したがって今回得

られた結果は、小笠原諸島における I 型の浸透度を示す一部の反映に過ぎない。ちなみに

表 1　�小笠原諸島で採集された毛色別クマネズミ数と、黒色型クマネズミ数の割合（2007
～ 2017 年の調査結果）

採集地 黒色 褐色 計 黒色（%）
父島列島 父島 20 162 182 11.0

兄島 157 217 374 42.0
弟島 86 12 98 87.8
西島 4 36 40 10.0
南島 95 4 99 96.0

瓢箪島 30 8 38 78.9
人丸島 25 14 39 64.1

母島列島 母島 0 15 15 0.0
聟島列島 聟島 95 13 108 88.0

媒島 46 25 71 64.8
鳥島 4 0 4 100.0
嫁島 44 28 72 61.1

計 606 534 1,140 53.2
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ハワイ諸島のハワイ島には I 型のクマネズミが生息し、その 26.5% が黒色型である（Tomich,�

1968,� 1986）。なお、黒色型個体はしばしば白斑を持ち、小笠原諸島聟島の場合には尾端が

白色のものも見られた（矢部、2008、2010;�図 2）。�����

一方、本州の市街地では黒色型個体がきわめて少なく（0.0 ～ 1.2%）、臨港倉庫地区では

黒色型個体がやや多い傾向が見られ（0.0 ～ 9.7%）、また船舶では黒色型個体がさらに多い

傾向が見られた（33.3 ～ 42.0%、表 2）。この結果は黒色型が海外からの移入遺伝子、とく

に I 型を反映していることを示唆する。古くは波江（1909）が、また近年には神戸ほか

（2013）が東京都心で採集した黒色型個体を記録しているが、元木� 貢氏（私信、2022）に

よれば東京都心では今日、黒色型個体はまれである。また小松� 謙之氏（私信、2022）によ

図 2　聟島で採集された黒色型クマネズミ
尾端と後頭部に白色斑がある。

表 2　市街地、港湾、船舶で採集された毛色別クマネズミ数と、黒色型クマネズミ数の割合
採集地 黒色 褐色 計 黒色（%） 文献 *
市街地 東京都区内 2 451 453 0.4 1
市街地 千葉市 1 84 85 1.2 1
市街地 船橋市 0 150 150 0.0 1
市街地 神戸市 1 4,004 4,005 0.0 2
市街地 大阪市 0 19,300 19,300 0.0 3
臨港倉庫地区 神戸市 0 2,902 2,902 0.0 2
臨港倉庫地区 横浜市・川崎市 17 158 175 9.7 4
臨港倉庫地区 横浜市・川崎市 13 1,641 1,641 0.8 5
船舶 神戸市 152 210 362 42.0 2
船舶 神戸市？ 936 1,727 2,663 35.1 2
船舶 神戸税関 139 278 417 33.3 6

*）文献
1）佐々（1948）
2）宮田（1950）
3）田中ほか（1951a、b、1952a、b）
4）坪井ほか（1949）
5）池田・阿部（1967）
6）大友（1958）
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れば、やはりまれであるが、黒色型個体が目立つビルもあるという。したがって都心の黒

色型クマネズミの分布の現状については、実態を精査する必要がある。�����
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